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合唱

『またね』『リビング・イン・カラー』

朝 の 準 備 、 給 食 や 掃 除 の お 手 伝 い … た く さ ん お 世 話 に な っ た

６ 年 生 、 や さ し さ を あ り が と う ご ざ い ま し た ！ 大 き な 声 で 歌

う 立 派 に な っ た 姿 を 、 ６ 年 生 は ニ ッ コ リ う れ し そ う に 見 つ め

て い ま し た 。

合奏

『君の瞳に恋してる』

６ 年 生 の 一 番 近 く で 共 に 時 間 を 過 ご し た ５ 年 生 。

今 日 は 最 高 の 会 に な る よ う に 準 備 や 司 会 を し 、 全 体 を 仕 切 り ま

し た 。「 全 学 年 を 支 え てく れ て あ り が と う 」演 奏 に の せ て 色 と り

ど り の ス カ ー フ を 振 り 、 ５ 年 間 の 感 謝 を 贈 り ま し た 。

合唱

『最後のチャイム』

き れ い な ハ ー モ ニ ー や 掛 け 合 い は 、 さ す が ６ 年 生 。

ピ ア ノ の 伴 奏 も す て き で し た 。 こ れ ま で の 小 学 校 生 活 を 思 い 出 し 、 ま っ

す ぐ に 前 を 向 い て 歌 う 姿 に 心 打 た れ ま し た 。

「 今 　 卒 業 の と き 　 さ よ な ら の 向 こ う に は 何 か が き っ と ま っ て い る 」（ 歌 詞 よ り ）

合唱

『遠く遠く』

前 向 き に な れ る 歌 と し て 、 ６ 年 生 に 贈 り ま す 。

「 大 事 な の は “ 変 わ っ て い く こ と ”  “ 変 わ ら ず に

い る こ と ” 」（ 歌 詞 よ り ） 中 学 校 に 行 っ て も 頑 張

っ て ！

合奏

『聖者の行進』

緊 張 の ト ッ プ バ ッ タ ー を 堂 々 と つ と め ま し た 。

中 盤 に なる に つ れど ん ど ん 演 奏 に 熱 が こ も り 、

音 も 大 きく な っ て い き ま し た 。「 緑 が 浜 小 学 校

を 忘 れ な い で！」と、心 をこ め て 演 奏 し ま し た 。

合唱『となりのトトロ』

合奏『茶色の小瓶』

「 は じ め て の ク ラ ブ で わ か ら な い こ と を や さ し く 教

え て く れ て あ り が と う 」「 ぼ く た ち も そ ん な ６ 年 生

に な れ る よう が ん ば ります！」 か わ い く ポ ッ プ な 曲

で 、 そ の 場 が パ っ と 明 る く な り ま し た 。

色々な場面でみなさんは努力できる人たちだと感じました。

これから迷うことも多くあるでしょう。それでも、自分の努力

する力を信じて進んでいってください。そしてみなさんの笑顔

で周りを幸せにしてあげてください。

緑小での日々はどうでしたか？これからは「自由」の名

のもとに、「自分の責任」で何かを選ぶ機会がどんどん増え

ます。ゾクゾクするほど楽しいですよ。

卒業後、また皆と語り合える日がくることを楽しみにし

てます！

６年２組　井澤麗香先生

６年１組　堀部健一郎先生

６年２組　井澤麗香先生

６ と年

と
そ

め

が ！
り

生 の

て

、な 。でさ
う

ん

うあし

み お

～想いをひとつに、６年生を送る会～～想いをひとつに、６年生を送る会～

２ 月２１日（ 金 ）、「６ 年 生 を 送 る 会 」が 行 わ れ ま し た 。 各 学 年 か ら ６ 年 生 へ 、 こ れ ま で の 感 謝 を
伝 え る 歌 や 合 奏 が 贈 ら れ ま し た 。 ど の 学 年 も 、 練 習 を が ん ば っ て き た こ と が わ か る て い ね い な
発 表 で 、 ６ 年 生 の 未 来 を 願 う 気 持 ち が こ め ら れ て い ま し た 。 そ の 想 い に ６ 年 生 は 、 力 強 い 歌 声
で 応 え ま す 。 そ の 歌 声 に も ま た 、 こ れ か ら の 緑 小 を 引 き 継 い で い く 下 級 生 た ち へ の あ た た か い
エ ー ル を 感 じ ま し た 。
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学校のホームページで『緑の風』第1号から
見ることができます。是非ご覧ください！

check!

１月１５日 (水 )、１７日 ( 金 ) 開き読みの取材をしてきました。

緑小では創立当初より開き読みを行なっています。読んでくださるのは「緑が浜

小学校開き読みの会」のみなさま。当校の保護者とボランティア、地域サークル

「子どもの本を読む会」のメンバーの方がたです。　

メンバー
随時募集中！

低学年は月２回、中・高学年は月１回、「朝読」の１５分間を使って

行います。

他校と比べても、緑小は「開き読み」と「朝読」に多くの時間を

とっていて、　どちらの時間も大切にしています。「開き読み」と

いうのは、絵本の「読み聞かせ」のこと。おとなが子どもに読ん

で聞かせるというだけでなく、おとなと子どもが絵本を開いて一緒に

楽しみたい、という気持ちをこめた言い方だそうです。

読む本については、検討会を経て選書。

歴代読んできた本を記録していて、６年

間同じ本がかぶらないようにしている

そう。昔話、物語、科学絵本など、

季節感も大事にしながら、様々なジャ

ンルの本を選んでいるそうです。

そのために日頃より、良い本を知る努力、学びを

続けていらっしゃいます。

「絵や物語をそのまま楽しんで、何かを感じてほしい。」

「子どもたちのどんな反応も、とてもかわいい！」とおっ

しゃっていました。

こうやって地域の方がたに愛情をたっぷりいただきながら、子どもたちは育っているのだなと改め

て感動。先生がたも、子どもたちと一緒に聞き入っている瞬間もあり、一日の始まりがあたたかい

雰囲気に包まれていました。ぜひ多くの方に知ってほしい、続けてほしい活動だなと思いました。

みなさん、お仕事や、お家のことなどでお忙しいなか活動をされています。

学校創立の頃から続けていらっしゃるかたも多く、これまで続けてこられたのは、子どもたちのイキイキとした

反応や、喜ぶ顔に出会え、元気をもらえるから！とのこと。見学からでも OK です。

あたたかいこのひと時を、一緒に楽しみませんか？

一緒に開き読みを始めてみませんか？

今年度最後の『緑の風』、いかがでしたか。

この１年、季節ごとに取材をさせてもらうたび、子どもたちのたくましい変化を感じてきました。

４月に入学したての１年生を取材したのですが、あの時の不安そうな横顔、今はもうありません！開き読みの取材では、

物語に集中し、深く聴き入る横顔が見られました。１年生だけではなく、どの学年の子どもたちも緑小での大事な１年間

を過ごし、心も体も大きく成長したのだなと思います。みどりっ子はみんな、ピュアでまっすぐ。その良さを、いつも先

生方や地域の方々にあたたかく見守っていただき、大きな力に育てていただいていると感じます。

今年度も取材にご協力いただいたみなさん、ありがとうございました。子どもたちの様子を間近で感じられる広報ボラン

ティア。授業参観などの学校行事で見る姿とはまた違う、より「いつもの日常」に近い学校生活を知ることができます。

少しでも興味があったら、来年度ぜひ仲間になってください！いつでもお待ちしています。

手遊びを交えて

もちつき　ぺったんぺったん

「語り」という形で

参加できるメンバーで反省会

物語に引き込まれる子どもたち

高学年のみんなもじーっと聞き入る

みんなが笑顔に

なにをたべたかわかる？

１月

緑小では創立当初より開き読みを行なっています

小学校開き読みの会

「子どもの本を読む会

低学年は月２回、中・高学年は月１回、「朝読」の１５分間を使って

行います。

なにをたべたかわかる？

ご興味のあるかたは、P.G.T. 役員
までお声かけください！

メンバー募集！

すべての子どもに

読書の喜びを
～とっておきの１５分 ～


